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「話し合い」の準備から評価まで
P.1第1章 話し合いの効果

P.3第2章 話し合いの準備 ５Ｗ２Ｈ

・Why（目的） P.3

・What（内容） P.3

・Who（参加者など） P.4

・When P.5

（全体の見通し・時間帯など）

・Where P.5

（会場・黒板やAV機器の有効な活用の

仕方）

・How much P.8

（必要経費など）

・How

（会場設営の工夫） P.9

（討論の方法・まとめ） P . 1 0

（資料作成のポイント） P . 1 1

（係と役割分担） P . 1 2

Ｓｔｅｐ２
話し合いを始めるための

具体的な準備

Ｓｔｅｐ１
話し合いを始める前に

Ｓｔｅｐ３
話し合いの当日の進め方
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P . 1 4第３章 いよいよ「話し合い」当日

余裕をもって会場入りし、

手際よく準備しましょう P . 1 4

会場にいる全員が主役になって、いい

話し合いにしましょう

・話し合いに臨む態度 P . 1 5

・進行役が心がけたいこと P . 1 6

・参加者が心がけたいこと P . 1 7

コラム「電話の扱いについて」

合意形成し、そこで達した結論は参加

者全員で理解し、確認しましょう

P . 1 9

P . 2 0第４章 「話し合い」を終えて

Ｓｔｅｐ２
話し合いを始める前に
話し合いが始まったら

Ｓｔｅｐ３
まとめ

そして 次のステップへ

当日
P.20

実行に向けて
P.21

主催者はまだ
終わらない

P.21

Ｓｔｅｐ１
主催者は当日の準備も

手抜かりなく
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「話し合い」を活性化するために
Ｐ．22第５章 話し合いを活発にするための工夫

参加者がより主体的になるための工夫

・ とは P.22ワークショップ
・ワークショップにすぐ使える手法 P.24

参加者の気持ちをほぐす工夫

・音楽やコーヒーなどのサービス P.30

・アイスブレイク P.30
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どうしたらいいの P.33第６章 こんな時に

活発で有意義な
話し合い


